
【形状・構造及び原理等】
形状・構造：粘着性があるポリエチレンジェルを、ウレ

タンフィルムで被覆したシート状の器具。
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原理：皮膚への圧迫や寝具との摩擦・ズレを緩和します。

【使用目的又は効果】
・床ずれを予防するために、適用部位への外部刺激か
ら皮膚を保護します。
・	皮膚に粘着し、外部の汚染物質から皮膚を保護します。

【使用方法等】
１．適用部位の大きさに合わせてシートを切ります。
シートは適用部位をきちんと覆うことが出来るく
らいの余裕をもって切って下さい。

２．適用部位は、汚れをふき取るなどして、清潔にし、
皮膚を乾かして下さい。

３．フィルムを剥がして、その面を適用部位に貼り付
けます。（粘着面とは反対側の薄い膜を剥がさな
いよう、ご注意下さい｡） 

４．１日８時間以上、可能であれば２４時間使用するこ
とをお勧めします。

５．皮膚の弱い方は、いきなり長時間使用すると赤み
や痒みが出る場合がありますので、１～２時間か
ら使用を開始し、毎日徐々に使用時間を増やし、
慣らしながら使用して下さい。

６．１日１回以上、水又はぬるま湯で洗って下さい。
汚れがひどい場合は中性洗剤を使用して洗い、水
又はぬるま湯でよくすすいで下さい。汗をかきや
すい人や汗をかきやすい季節にはシートを洗う回
数を増やし、シートを貼り付けていた皮膚もよく
洗い、清潔を保って下さい。洗浄後はシートを軽
く振って水気をきり、清潔な所で粘着面を上にし
て自然乾燥させて下さい。

７．ひじ、ひざ等の関節や、かかと等のよく動くとこ
ろに貼る場合は、伸縮包帯やテープ等で軽く押さ
えると固定しやすくなります。

８．１枚のシートで大きさが足りないときは、複数枚
のシートを並べて貼って下さい。

【使用上の注意】
１．使用中に、皮膚に異常（赤みや痒みなど）があら
われるようでしたら、シートの使用を中止し、医
師又は薬剤師にご相談下さい。

２．傷口には使わないで下さい。傷口が治っても、カ
サブタがとれてから１ヶ月以上経過したあとに使
用して下さい。

３．シートを剥がす時には、なるべく両手を使用して
出来るだけゆっくりと、シートをあまり伸ばさな
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いように丁寧に剥がして下さい。伸ばしすぎると
破損しやすくなります。

４．洗っても汚れが落ちにくくなったり、皮膚への接
着が悪くなったら、新しいシートに交換して下さ
い。

５．濡れたシートを乾燥させる際に、ドライヤーやレ
ンジ等を使用しないで下さい。また、紙やタオル
等で拭くと、紙や糸クズが貼り付いて取れなくな
るので、ご注意下さい。

６．入浴等、水に濡れる場合には取り外して下さい。
７．シートと貼り付け部位をよく洗って、清潔を保っ
て下さい。

８．軟膏やクリーム等との併用は避けて下さい。

【保管方法及び有効期間等】
１．高温多湿を避けて室温にて保管して下さい。
２．洗浄・乾燥後、付属の保管用プレートなどに貼り
保管して下さい。

【取扱い上の注意】
１．シートを食べたり、耳や鼻に詰めたりしますと窒
息するおそれがあり危険ですので、幼児や高齢者
の手の届かない所に保管して下さい。

２．小さく切ったシートを流し等に流しますと、配管
等の詰まりの原因になりますので、ご注意下さい。

３．シートを必要以上に伸ばしますと、破損しやすく
なりますので、ご注意下さい。

４．可燃物ですので、火のそばや高温になる所には放
置しないで下さい。

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
［製造販売業者］
原沢製薬工業株式会社
東京都港区高輪三丁目１９番１７号
TEL　０３（３４４１）５１９１

［製造業者］
原沢製薬工業株式会社

［発 売 元］
カイゲンファーマ株式会社
大阪市中央区道修町二丁目５番１４号
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【禁忌・禁止】
　次の部位には使用しないで下さい。
　・傷口
　・異常な皮膚病変部位
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お問い合わせ先

　　　　　　　　　　　　信頼性保証部   お客様相談室

TEL　０６（６２０２）８９７５　FAX　０６（６２０２）０８７２


